
2020 年東京大会に向けた最近の取組について 
 

今年度に入ってからも、関係府省庁、東京都、組織委員会等と連携して以下
のような取組を進め、世界一の大会の実現とレガシー創出に向けて準備を加速。 
 

（１） 円滑な輸送（大会期間中の渋滞対策） 
 

 〇 大会一年前の期間（７～８月）における本番並みのオリパラ交通対策の試
行（国による率先実施、民間企業への協力要請） 

 

（２） 暑さ対策 
 

 〇 「東京 2020 に向けたアスリート・観客等の暑さ対策に係る関係府省庁等連
絡会議」の開催（５月 30 日） 

 

 〇 テストイベントを通じた暑さ対策の検証（今夏） 
 

（３） 感染症対策 
 

 〇 「2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた感染症対策に
関する関係省庁等連絡会議」の設置・開催（4 月 24 日） 

 

 〇 「2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた感染症対策に
係る推進計画（仮称）」の策定（今夏目途） 
 

（４） ホストタウン・復興ありがとうホストタウン 
  

 〇 ホストタウンの第 13 次登録の実施（４月末） ⇒ 計 323 件 
                         （うち、復興ありがとうホストタウン 22 件） 
 

 〇 ホストタウン首長会議の開催（６月 11 日） 
 

（５） 共生社会ホストタウン 
 

 〇 江戸川区を追加登録（５月 28 日） ⇒ 計 14 件 
 

 〇 先導的共生社会ホストタウン制度の創設（５月 31 日） 
 

（６） beyond2020 マイベストプログラム 
 

〇 ５事業を追加認証（５月） ⇒ 計 13 件（埼玉県の学校での取組等） 
 

（７） 食文化の発信 
 

 〇 選手村で提供される食事の産地表示方法の提示（６月４日） 
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